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令和５年度９月補正予算案 重点ポイント

○「日本一の多子世帯応援」

・これまでの「日本一の不妊治療支援」「日本一の男性育休支援」に続き、

「出会いから結婚・子育て、子どもの巣立ちまで」の切れ目ない応援を実施

（多子世帯における１８歳までの保育料・授業料を無償化）

・これら事業を継続して実施するため「子育て応援のための基金 （50億円）」を

積み立て、安定的に財源を確保（前年度繰越金を活用）

○令和５年７月大雨災害の早期復旧

○感染症・物価高騰により経営に影響が生じている事業者を後押し

９月補正予算案の主な構成

［重点項目］
・ 人 口 減 少 対 策
・ 令 和 ５ 年 ７ 月 大 雨 災 害 へ の 対 応
・ 感 染 症 ・ 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け た 事 業 者 へ の 支 援

［関係者との調整が整い、速やかに実施する項目］
・ 北 陸 新 幹 線 福 井 ・ 敦 賀 開 業 対 策
・県民の暮らし ・防災・治安の向上
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令和５年度９月補正予算案 規模

一般会計 １６６億円
当初・６月補正を含めた９月補正後の予算規模 （一般会計）５，４０３億円

「肉付け予算」後の９月補正予算としては過去２番目 （平成以降では最大）

会計区分
５年度 ４年度

９月現計
(② )

増 減

（①－②）

対前年度
伸び率

（①／②）
既決予算 ９月補正 現計予算

(① )

一般会計 ５，２３７ １６６ ５，４０３ ５，６１４ △２１１ △３．８％

特別会計 ７３６ ２ ７３８ ７５０ △１２ △１．７％

企業会計 ４４９ ４４９ ４３９ １０ ２．４％

合 計 ６，４２２ １６８ ６，５９０ ６，８０３ △２１３ △３．１％

（単位：億円）
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○ 大 幅 な 支 援 拡 充 に よ り 「誰もが子育てしやすい環境」を 整 備

○ 「出会いから巣立ちまで」の切れ目ない支援を 実 現

・ 「 日 本 一 の 不 妊 治 療 支 援 」 「 日 本 一 の 男 性 育 休 支 援 」 に 続 き 、 「日本一の多子世帯応援」を 実 現

○ 「地域全体で」子育てを応援

・ 今 後 も 、 現 状 の 課 題 を 整 理 し 、 サ ポ ー ト 体 制 の 充 実 等 に 一 層 注 力

１ 「ふく育県」の子育て応援

不妊治療費助成
自 己 負 担 額 は 最 大 ６ 万 円 ま で

伴走型相談体制の整備
妊娠から出産・子育てまで身近に相談

病 児 ・ 病 後保育の 無償化
「ふく育さん」の派遣

家事育児を手助けするサポーターを整備

医療的ケア児の
保育・在宅生活サポート

男性の育休取得を促進
県 内 企 業 へ の 奨 励 金

０ ～ 2 歳 児
保 育 料 の 無償 化

所 得 制 限 を 撤 廃

若者夫婦にお祝い金
最 大 １ ０ ０ 万 円

結婚相談所、地域の縁結びさんによる
出会いの機会の創出・結婚までの伴走支援

おむつ持ち帰りをゼロに
保育所でのおむつ処分費用を支援

住まいの確保
空 き 家 の 購 入 ・ リ フ ォ ー ム 、 多 世 代 同 居 の た め の リ フ ォ ー ム に 、 最 大 ６ ０ 万 円

こどもも親もうれしい！
「出会いから巣立ちまで」、ライフステージを通した切れ目のない支援を実現

こどもも親も安心！
誰もが仕事・子育て等の希望を叶えられるよう、「地域全体で」若い世代を応援

0 ～ 2 歳 児
在 宅 で の 育 児を応援

月 1 万 円 支 給
所 得 制 限 を 撤 廃

県 内 大 学 、 専 修学校等 の授業 料支援
年 収 2 7 0 ～ 3 8 0 万 円 未 満 は 1 / 3 を 減 免
年 収 3 8 0 ～ 6 0 0 万 円 未 満 は 1 / 4 を 減 免

「 ふ く育 」 応援団
県 内 店 舗 な ど で
優 待 サ ー ビ ス 提 供

子 ど も 医 療費の 支援
就 学 前 ま で 自 己 負 担 な し 、 中 3 ま で 一 部 自 己 負 担

もっと 楽しく

県 立 高 校 ・ 私 立 高校の授 業料無 償化
所 得 制 限 を 撤 廃

ゆとり を

親子向けイベント

日本一の不妊治療支援

お得 に

日本一の男性育休支援
こども家庭センターの設置
子育てに関する相談をワンストップで実施

妊娠 ・出産時の経済支援
そ れ ぞ れ ５ 万 円 を 給 付

産後ケアの実施
産後の母子の心身をケア

結
婚

妊
娠
・
出
産

乳
幼
児
期
・
小
中
学
校

大
学
等

高
校

ふく育ポイン ト
子 ど も 一 人 あ た り
1 , 5 0 0 円 分 発 行

３ ～ ５歳児保育料の無償化

保育人材の確保
保育士等の処遇改善

第2子～

日本一の多子世帯応援

一 時 預 か り 、 送 り 迎 え 、 生 活 支援 料 金 の 無 償 化 第2子～

子育てマイスターへの相談
地域において気軽に相談できる味方

女性の健康相談窓口の運営
母体に関する悩みを気軽に相談

こども療育センターの運営
心身障がい児の療育相談等を実施

第2子～

多子世帯
（扶養２人以上）

多子世帯
（扶養２人以上）
（扶養３人以上）

いつでも相談

ひとり親家庭の
病児・病後児保育、 放課後
児童クラブの利用料支援
多様な学びを支援

一時預かり 、 送 り迎え 、 生活支援 料 金 へ の 支 援

第2子～

ふく育タクシーの運行
妊婦・子育て世帯の外出サポート

スクールカウンセラーへの相談

ヤングケアラーのサポート
オンラインサロンによる相談、
家庭訪問等を実施

一緒にサポート

全天候型の遊び場整備

男性の家事育児を応援

ベビサポトイレの整備
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１ 人口減少対策（乳幼児期）

対象：世帯年収６４０万円以上 （所得制限撤廃）

第２子の保育料の無償化（制度拡充） 【主要事業Ｐ1】

世帯年収目安 260万円未満 360万円未満 640万円未満 640万円以上

０～２歳

第１子

第２子 支 援 対 象 拡 充

第３子以降

３～５歳

国の幼児教育・保育無償化子だくさんふくいプロジェクト新たに拡充予定（令和6年9月～）

第２子以降の在宅育児応援手当の支給（制度拡充） 【主要事業Ｐ1】

対象：世帯年収３６０万円以上 （所得制限撤廃）

世帯年収目安 360万円未満 360万円以上

０～２歳

第１子

第２子 支 援 対 象 拡 充

第３子以降 支 援 対 象 拡 充 子だくさんふくいプロジェクト

新たに拡充予定（令和6年9月～）
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１ 人口減少対策（高校・大学等）

多子世帯（扶養２人以上）の高校授業料の無償化（制度拡充）【主要事業Ｐ2 】

対象：世帯年収９１０万円以上 （所得制限撤廃）

世帯年収目安 ５９０万円未満 ９１0万円未満 ９１０万円以上

授業料
無償化

（国制度）
（県独自制度） 支援対象拡充

国の就学支援金県独自の授業料無償化（令和２年４月～）新たに拡充予定（令和6年４月～）

1 1万 8 , 8 0 0円 （ 県 立 高 校 授 業 料 ）

3 3万 5 , 0 0 0円 （ 私 立 高 校 授 業 料 ）

多子世帯の県内大学等の授業料減免（制度拡充） 【主要事業Ｐ3 】

対象：県内高校から県内高等教育機関に進学する世帯 （所得制限あり）

世帯年収目安 ～２７０万円 270～300万円 300～380万円 ３８０～６００万円

県支援の対象世帯 ー ２人以上扶養世帯 ３人以上扶養世帯

授業料
減 免 国 10／10

県 １／３

国 ２／３

県 １／３
県 １／４

国 １／３
国 １／４ 国制度（授業料減免）

新たに拡充予定
（令和6年４月～）
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【土砂流出防備保安林（福井市蒲生町)】

土砂流出による被害を防ぐため治山ダムを復旧

【福井四ヶ浦線（福井市国山町）】

重力式擁壁による復旧

【羽生川（福井市大宮町 等)】

ブロック積護岸等による復旧

令和５年７月大雨災害への対応（74億円） 【主要事業Ｐ5～6 】

２ 令和５年７月大雨災害への対応

令和５年７月の大雨により被災した法面や護岸、農地や治山・林道等の復旧を

実施
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流
路
工 土砂流出

羽生川

大量の土砂を透水型治山ダムにより堰き止め、

民家や国道等の甚大な被害を防止



３ 感染症・物価高騰の影響を受けた事業者への支援
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県制度融資（新型コロナ・物価高騰対策）の融資枠拡大
（３億3,000万円） 【主要事業Ｐ8 】

新型コロナウイルス感染症・物価高騰伴走支援資金の需要の高まりに対応

するため、融資枠を拡大

融 資 枠 ： （変更前） １５０億円 → （変更後） ３５０億円

電気・ガス価格高騰緊急対策事業（制度拡充） 【主要事業Ｐ8 】

電気・ガス価格高騰給付金の対象要件を緩和し、事業者の事業継続を支援

対象要件 ： 前決算期における費用に占める電気・ガス料金の割合が

（変更前） ５％以上 → （変更後） ３％以上であること



３ 感染症・物価高騰の影響を受けた事業者への支援
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ふくい業務改善・賃上げ応援事業（６ ,６00万円） 【主要事業Ｐ8】

国の業務改善助成金に県独自の上乗せ （国助成金支給決定額の1/10）

国（業務改善助成金）

９０／１００(最大)

県(上乗せ)

９／１００

最低賃金引き上げ

設備投資等

設備投資等に要した費用の一部を助成 （上乗せ例）

企業
自己
負担

1/100(国の1/10)

さらに、国助成金の申請者が、事業場内最低賃金を全国平均 （1 ,004円）以上に

引き上げる場合、奨励金を支給

（奨励金：引き上げる労働者1人あたり１０万円 （1事業者あたり100万円を上限））



４ 北陸新幹線福井・敦賀開業対策

省エネタクシー車両導入緊急支援事業（2,800万円） 【主要事業Ｐ9】

タクシーのＬＰガス車両から省エネ性能の高い

車両（HV、EV、PHEV、FCV）への入替えを支援

（LPガススタンド廃止の影響を受ける地域）

地域鉄道人材確保支援事業（600万円） 【主要事業Ｐ9 】

地域鉄道の人材確保のため、就職説明会開催や

運転士支援システム導入等を支援

運転士支援システム：令和５～６年度に整備

総事業費：5,600万円

補 助 率 ：２／３

【省エネタクシー車両（ＨＶ、ＥＶ、ＰＨＥＶ、ＦＣＶ）】

【運転士支援システム】
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

４ 北陸新幹線福井・敦賀開業対策
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開業直前！冬の北陸旅キャンペーン事業（800万円）
※既決予算対応含む １億２，4００万円 【主要事業Ｐ10 】

①北陸三県でSNS投稿者へのプレゼントキャンペーンを実施

②県内宿泊者にデジタル地域通貨（1,540円/人・泊）を進呈する県独自キャンペーンを

実施 （本県を含む北陸新幹線沿線、北関東地域からの宿泊者が対象）

全国旅行支援（～７月２０日）
ふくいdeお得
クーポン
キャンペーン

ふくい
HAPPINESS
プレゼント拡大
キャンペーン

①開業直前！冬の北陸旅
キャンペーン【北陸三県】

②ふくいdeお得いこーよ！
キャンペーン(仮)【県独自】

いこーよ！



５ 県民の暮らし・防災・治安の向上
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立地地域避難経路安全確保事業（2,100万円） 【主要事業Ｐ11】

災害時の円滑な避難のための避難経路の改良・安全対策

（急カーブの解消、道路の拡幅、落石防止対策）

福島県の漁業者を応援（既決予算） 【主要事業Ｐ11】

原発処理水の海洋放出による風評の払拭に向け、県独自に福島県産水産物をＰＲ

（アンテナショップにおける福島応援フェアの実施、県庁前広場における販売会の実施、

「ふくい農林水産グルメイベント」におけるＰＲ、福井駅周辺商業エリアにおける販売）

【急カーブの解消、道路の拡幅（高浜町山中）】
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